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1. はじめに 

軍艦島

長崎市

軍艦島

長崎市

図-1 軍艦島の位置および現況 

近年、都市の気温が上昇するヒートアイランド現象

１）が問題となっているが、その原因の一つとして、コ

ンクリート構造物からの放射熱の高さが挙げられてい

る。その解決策として、緑化による減熱効果が期待さ

れており、実際に、東京都、兵庫県、仙台市において

は、ヒートアイランド現象緩和や空気の浄化を目的と

して、屋上緑化を義務付ける条例が施行されている。 
本研究では、地上リモートセンシングと熱収支方程

式を併用し、建物屋上表面温度の実測値と理論値の比

較研究を行った。 

(a) サーマルカメラ    (b) 室内の温度計 

写真-1 観測状況 

2. 調査対象および調査内容 

(1)調査対象 

図-1に調査対象となった軍艦島（長崎県長崎市端島
（旧高島町）)の位置および現況を示す。 

軍艦島は、1890 年より炭鉱の島として栄え、1916

年には日本初の鉄筋コンクリート造高層アパートの建

設、1963 年には高層アパート屋上に「青空農園」とし

て日本初の屋上緑化が施工された。1974 年の炭鉱閉山

により、現在は無人島となっているが、今もなお、屋

上緑化の痕跡が残っている。 

日時：平成 16 年 10 月 12 日 7:30～17:00  
天候：快晴 

(2)調査内容 

①サーマルカメラ（熱赤外線映像装置）による建物屋上

②外気および室内温

表面温度の測定 
度の測定 

測定) 
算出 

し

果 

結果 

よび 12:00における熱画像
を

③日射量の測定(長崎大学工学部屋上にて
④熱収支方程式による建物屋上表面温度の理論値

式(1)に熱収支方程式２）を表面温度θsについて整理

a
b

a
b

たものを示す。なお、建物屋上表面の放射率を 1、
10月 12日における雲量を 0として、表面温度θsを算

出した。 
3. 調査結

(1)日射量等の観測

図-2に調査対象の写真お
(a) 写真     (b) 熱画像(12:00撮影)

図-2 調査対象の写真および熱画像 
示す。なお、熱画像のレベル 32.0℃、センス 5.0℃

とした。また、図-3 に日射量、風速３）を、図-4 に
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外気および室内温度の経時変化を示す。 
図-2から、緑化部は非緑化部に対して
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、約 15℃

低

度の観測結果および理論値との

屋上表面温度のサーマルカメラによ

り

ともに、理論値が実測

値

 おわりに 

軍艦島が無人島であるために、人為

的

課題としては、傾斜のある一般民家の屋根

表

い状態となっていることがわかる。緑化部の蒸

発散が十分に減熱効果に影響したものと考える

ことができる。次に、図-3から、表面温度の算出時
に大きな影響を与える日射量が、12:00 に最大とな
り、その後、徐々に小さくなっている。また、図-4
の室内温度を比較すると、コンクリート屋根下に対

して、緑化屋根下は最大で約 1.5℃低いという結果
となった。その理由としては、屋上表面温度の差、

緑化屋根が室内に熱を伝えにくいことが影響したも

のと考えられる。 
(2)建物屋上表面温

図-3 日射量および風速の経時変化 
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図-5 に建物
得られた実測値と熱収支方程式より算出した理論

値の比較を示す。なお、解析に用いたポイントは図

-2に示す aおよび bである。また、アルベドについ
ては非緑化部を 15%、緑化部を 20%、蒸発比 fにつ
いては非緑化部を 0、緑化部を 0.3、0.8として、理
論値をそれぞれ算出した。 
全体的に非緑化部、緑化部

に近似した結果となっている。なかでも、緑化部

については、蒸発比 f を 0.8 とした場合が最も実測
値と近似している。これにより、調査対象となった

緑化部の蒸発散による減熱効果が森林並みであった

ということができる。 
 

4.

本研究では、

な影響が小さい観測結果を得ることができた。ま

た、表面温度を算出する際に、熱収支方程式が建物

屋上においても有用であるということを確認した。

予想される日射量などの気象状況を把握することで、

建物屋上を緑化した場合に、どれ程の減熱効果があ

るかをシミュレーションすることが可能であると考

える。 
今後の

面温度の実測値と理論値を比較することができる

と考える。 
 

緑化屋根下室内

図-4 外気および室内温度の経時変化 
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図-5 建物屋根表面温度の実測値と理論値の比較 
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